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	HAPIC2026
	変化する外国人を取り巻く環境とNGO・NPOの役割
	〜多文化共生社会の形成に向けた「次の一歩」を考える〜

	120
	FRI
	10:00 - 12:00

	登壇者プロフィール　　　　　　　　　　
	（登壇順）　　　　　　　　　

	新居みどり
	(特活)国際活動市民中心CINGAコーディネーター
	京都府出身。東京外国語大学多言語多文化教育研究センター、国際移住機関（IＯＭ）コンサルタントを経て、現はNPO法人国際活動市民市民（CINGA）に勤務しています。CINGAでは、自治体支援事業や新規事業の立ち上げを担当。地域では2010年からピナット外国人支援友だちネットで子どもの学習支援教室コーディネーターを担っています。


	福原 申子氏
	出入国在留管理庁
	審議官

	山路健造
	（一社）多文化人材
	活躍支援センター
	代表理事
	西日本新聞社で7年間、国際交流・多文化共生などを取材し、退職後、JICA海外協力隊としてフィリピンへ派遣。帰国後、タイ人グループ「サワディー佐賀」を設立し、総務省「ふるさとづくり大賞」を受賞。ウクライナ避難民支援の官民連携組織の事務局も担当。2023年、多文化人材活躍支援センターを設立。能登半島地震の支援を機に輪島市へ移住。現在は輪島市社会福祉協議会の生活支援相談員を兼務し、石川県国際化推進委員を務めている。JICA海外協力隊社会還元表彰審査員特別賞も受賞。


	田村太郎
	一般財団法人
	ダイバーシティ研究所　代表理事

	西村高則
	総務省自治行政局　
	国際室長
	日本語・生活学習プログラム（仮）とは


